
 

 

『取得』と『資本的支出』の違い  
ただでさえ難しい税法の文章。国語の能力を試されているのでは？と思ってしまうような規定が多々あります。

「事業」と「業務」の違い、「寡婦」と「寡夫」の違い、「年度」と「年分」の違いなど、ちょっとした言葉の

違いが税法においては取り扱いの決定的な違いとして現れます。今回はその一つとして、固定資産の「取得」

と「資本的支出」の違いを取り上げてみたいと思います。 

★問題！  

アパート経営をしていると、固定資産の修繕はつき

物です。 

そこで、いきなり問題です！ 下記の①～⑤はそれ

ぞれ「取得」と扱われるものでしょうか、それとも

「資本的支出」と扱われるものでしょうか？ 

① 建物が手狭になったので増築した、あるいは増階

した。 

② 和室を洋室に改装した。 

③ 古くなった風呂釜、風呂桶を一斉に取り替えた。 

④ アパートの外壁を塗り替えた。 

⑤ エアコンが壊れてしまったので取り替えた。 

答え 

① 取得   ②資本的支出 

③ 資本的支出  ④資本的支出 

④ 基本的に
．．．．

取得（室外機だけを取り替えたなど部分

的なケースでは「資本的支出」の場合もありま

す。） 

★「取得」と「資本的支出」の違い 

税法では、「取得」とはなにか、「資本的支出」とは

なにかといった定義を定めていません。にもかかわ

らず、どちらかに区分しなければならないので、従

来から次のように想定されています。 

● 取得    → 量的増加をもたらす支出 

● 資本的支出 → 質的増加をもたらす支出 

よく資本的支出は既存の物に手を加える行為であり、

取得とは「無」の状態が「有」の状態になることと

言われることがありますが、例えば①のように、建

物の増築や増階は既存の物に手を加える行為ではあ

っても、それは量的増加ですので、「資本的支出」で

はなく「取得」として取り扱われます。これに対し

て、室内の改装や風呂場の改修、アパート外壁の塗

り替えは量的増加をもたらすものではないため、資

本的支出として取り扱われます。 

★税法での影響  

「取得」と「資本的支出」の違いが税法ではどのよ

うに影響するのでしょうか。税法では「取得」も「資

本的支出」もまずは固定資産として取り扱うのが原

則です。 

「取得」の場合には、原則として取得価額 10 万円

未満のものは必要経費に算入することができます。

（青色申告者の場合にはひとつ 30 万円未満であれ

ば必要経費とすることができます。）それ以上であれ

ば固定資産となります。 

一方「資本的支出」の場合、それが長年の使用や経

過に伴って質的に減少したものを「原状回復」させ

るために行われた場合には、これだけを特別に取り

出して「修繕費」として必要経費にします。また金

額的に 20 万円未満の「資本的支出」も「修繕費」

として必要経費にします。 

 

     

 

 

 

 

 

新規の固定資産の「取得」とみるのか、「資本的支出」

とみるのかによって、少額判定や修繕費との区分の

適用関係などでその取り扱いに違いが生じることに

なります。 
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固定
資産

取得 

資本的支出

10 万円以上 

10 万円未満 
必要
経費

20 万円未満 

修繕費 

20 万円以上かつ修繕費ではない 


